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３ 検討体制 
前節の諸課題を受け、本新設小学校の基本構想検討において、特に「⑤新設小学校として

の課題」の検討においては、専門性が高いため、専門 WG を設け、「学校づくりの基本理念」

「学校づくりの目標」「施設整備の基本方針」等を検討することとした。 
 
 
 
①学習空間における課題 
②生活空間における課題 

③教職員執務空間における課題 

④学校の安全・セキュリティにおける課題 

 
⑤新設小学校としての課題 
１．環境配慮に対する考え方 

（１）ゼロエネルギー化の実現 

（２）エコマテリアルの積極採用 

（３）総合的環境性能の確保、ライフサイクルでの視点 

 

２．大震災後の新設小学校としての考え方 

 

 

 

３．共同住宅整備により人口が増加する地域における 

整備に対する考え方 

（１）コミュニティ活性化の仕掛け 

（２）周辺住民との連携のあり方 

 

４．地域資源との連携の考え方 

 

５．将来増減予測への考え方 

 

ゼロエネルギー化推進 WG 

防災機能向上 WG 

地域活性化・地域資源活用 WG

教育理念検討 WG 

基本理念策定及び配置計画等、実際に

教育の現場で活躍されているメンバーにて

構成 

市の環境関連部門及び営繕担当部門の

メンバーにて構成 

市の防災関連部門、営繕担当部門、及び

地元である幸区担当者等のメンバーにて

構成 

地元である幸区及び周辺の施設に関係す

る部門のメンバーを中心に構成 
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○施設整備の基本方針と検討 WG の関係 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育理念 WG 

・学校づくりの基本理念の検討 

・施設構成と運営方式、ブロックプランの検討 

・諸室の考え方の検討 

 

ゼロエネ化推進 WG 

・ゼロエネルギー化の目的整理 

・ゼロエネルギー化達成の考え方及び手法の方針の検討 

・ゼロエネルギー化の達成可能性の検討 

・防災機能との連携の検討 

 

防災機能向上 WG 

・避難所としての小学校の持つべき機能の整理 

・上記機能を果たす建築、設備の方針の検討 

・平時の省エネルギー対策としての検討 

 

地域活性化・地域資源活用 WG 

・開放施設の種類、施設内配置の方針の検討 

・開放に向けての課題整理 

・地域資源活用に向けての課題整理 

（１）高機能かつ多機能で弾力的な施設環境の確保を目指す 

・多様な学習形態・学習内容、弾力的な集団による活動、学校教育・情報化の進展や児童の増

加等への対応が可能となる施設整備 

・安全でゆとりと潤いのある児童等の生活の場を確保する施設整備 

・本市の魅力ある理科教育の推進を支える施設整備 

 

（２）地球環境へ配慮し、持続可能な社会の構築への貢献を目指す 

・ゼロエネルギー化の実現に向けた整備 

・地域の防災拠点としてエネルギーの持続可能性を確保する施設整備 

・エコマテリアルの積極採用等による総合的環境性能を確保する施設整備 

・学校施設全体が体験的な環境学習の場となる施設整備 

 

（３）地域の交流や多様な活動を支える、安全・安心な地域ｺﾐｭﾆﾃｨの核の形成を目指す 

・局区間の連携等による地域の課題や特性に応じた取組や地域の生涯学習、スポーツ、市民活

動などの場として有効活用できる施設整備 

・地域資源等と連携し、地域資源や地域文化の情報発信機能を確保する施設整備 

・東日本大震災の被害を踏まえた、避難所機能を含め、地域の防災拠点としての機能を強化す

る施設整備 

地域活性化・地域資源活用 WG 

防災機能向上 WG 

ゼロエネルギー推進 WG 

教育理念 WG 
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